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ユーザーの意見を聞く懇談会開催概要 
     
 

１ 日 時    平成２３年９月２６日（月） １２：００～１５：３０ 
 
２ 場 所    長野市南石堂町１３４６ 

           ホテルメトロポリタン長野 ３Ｆ 浅間の間 
 

３ 出席者    ○ ユーザー代表者  １６名 
             ○ 助言者  ７名  長 野 県 環 境 部 温 暖 化 対 策 課 
                        長 野 県 環 境 部 廃 棄 物 対 策 課 
                        長野県警察本部交通部交通企画課 
                        北 陸 信 越 運 輸 局 長 野 運 輸 支 局 
                        社団法人日本自動車販売協会連合会 
                        一般社団法人日本自動車連盟長野支部  
                        財団法人日本自動車査定協会長野県支所 
             ○ 司会者  １名 
             ○ 協 会  協会長以下１０名 

               ○ 事務局  ７名 
             ○ 記録係  １名 

                
               ○ 合 計  ４２名 
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懇 談 会 次 第 

 

  １ 開会のことば                          仁科 副理事長 
 

    ２ 主催者あいさつ                         宇都宮 理事長 
 
    ３ 出席者紹介 
 

  ４ 協会の概況説明                         上原 専務理事 
 

    ５ 意見交換 

(1) 地球温暖化防止のための次世代自動車（低燃費・低公害車）の買替普及に対する要望・意見について 

(2) 車の安全確保のための車輌整備点検等に対する要望・意見について 

(3) 交通事故防止活動とロードサービスに対する要望・意見について 

(4) 使用済自動車を資源活用した自動車リサイクル法に対する要望・意見について 
 
    ６ 閉会のことば                          宇都宮 副理事長 
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出 席 者 名 簿 
 
  １ ユーザー代表（１６名） 

    茅 野 市  小 平 晴 美    長 野 市  竹 折 かおり   駒ケ根市  田 中 朱 実 

    長 野 市  高 野 真 宏    長 野 市  佐 藤 政 昭   上 田 市  中 山   豊 

    長 野 市   児 玉 真 澄    長 野 市  岡 澤 邦 明   長 野 市  小 林 新 一 

長 野 市  松 本 浩 司    松 本 市  小 川 耕 一   松 本 市  松 岡   宏 

    山ノ内町   白 鳥 久 男    松 本 市  鳥 羽 俊 男   長 野 市  青 山 益 登 

    松 川 村  太 田 寿 海 
 
  ２ 行政機関（４名） 

    長 野 県 環 境 部 温 暖 化 対 策 課   丸 山 佳 枝 

    長 野 県 環 境 部 廃 棄 物 対 策 課   小 林 大 嗣 

    長野県警察本部交通部交通企画課指導官   新 田 吉 彦 

    北陸信越運輸局長野運輸支局陸運技術専門官   山 口 義 典 
 
  ３ 司会進行 

    長野朝日放送 報道制作局次長   松 坂 彰 久 
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  ４ 協会役員（１０名） 

    理 事 長  宇都宮   保   長 野 ト ヨ ペ ッ ト 株 式 会 社 社 長 
    副理事長  仁 科 良 三   株式会社ホンダカーズしなの社長 
    副理事長  宇都宮 進 一   長野トヨタ自動車株式会社社長 
    理  事  伊 藤 幸 孝   長野日野自動車株式会社相談役 
    理  事  和 田 晶 宜   株式会社長野ダイハツモータース社長  
    理  事  唐 沢 英 二   株 式 会 社 甲 信 マ ツ ダ 社 長 
    理  事  増 田   勝   株式会社ホンダカーズ長野中央社長 
    理  事  関 本 一 男   長野三菱自動車販売株式会社社長 
    監  事  降 旗 憲 治   日産プリンス松本販売株式会社社長 
    監  事  小 澤   隆   小 澤 税 理 士 事 務 所 税 理 士 
 
  ５ 協会事務局関係（９名） 

    自販連部長   齋 藤 道 郎   JAF 所長  橋 本 敏 男   査定協会査定長  若 林 盛 太 
    専務理事  上 原 英 二   事務局長  清 水 金 五   経理部長  花 岡   洋 

ＲＣ所長   山 口 今朝雄   業務部長   湯 本 芳 人   経理主任  小 林 美江子 
登録センター   中 村 順 子 

 
  ６ 記録係 

    テスコ株式会社長野支店 
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【協会長あいさつ】 
 ただいまご紹介頂きました、一般社団法人長野県自動車販売店協会理事長を務めております宇都宮でございます。よろしく

お願い致します。 

皆様には大変お忙しいところ私ども協会が主催致します「ユーザーの意見を聞く懇談会」に県下各地よりご出席頂き、協会

を代表致しまして心から御礼申し上げます。 

今年は 3 月 11 日の東日本大震災を始め、県内においても栄村や松本市で震度 6、震度 5 強の地震が発生し、多くの方が   

震災の被害に見舞われ御見舞い申し上げます。 

それでは、当協会の概要について説明させて頂きます。協会の母体は昭和31年3月、今から55年前に、県内で国産自動車

を販売していた15社により長野県自動車販売店協会を設立致しましたのが最初でございます。その当時は、長野県内の自動

車は軽四輪自動車を含めて約22,000台余りでありましたが、平成23年7月末現在の長野県内の自動車保有台数は185万台余

りとなり、当時と比べますと約84倍、1世帯あたり2.3 台を保有するまでに普及するなど、車が社会生活にとって切り離せ

ない重要な必需品となりました。現在この協会は、各種メーカー12系列の県下自動車販売ディーラー29社で構成されており

長野県下に385店舗、従業員約6000名が働き自動車の販売や点検整備等を行っております。このように、私ども自動車販売

業界も大変大きな事業団体となりましたが、自動車に関連する様々な社会問題、例えば多発する交通死亡事故の発生や、地球

温暖化防止対策等環境問題が大きな社会問題として提起されております。私どもは、自動車の販売を通じ地域社会に少しでも

お役に立ちたいという考えから、平成3年6月に社団法人長野県自動車店協会を設立いたしました。 
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この協会が社団法人になったのは、全国で初めてでございました。そして、本年 4 月に法人制度改革に伴い一般社団法人  

長野県自動車販売店協会として移行致しました。一般社団法人長野県自動車販売店協会の活動は、自動車販売事業とは別に 

交通事故防止を始めとした地域安全活動や、国、県等が主催する地球温暖化防止対策等に積極的に参加支援するなどの環境  

保全活動を柱にした公益事業を行い地域社会に貢献するために取り組んでいるところでございます。 

特に交通安全教室は、平成4年から20年にわたり協会独自に県下の保育園、幼稚園、小中学校、高齢者等対象に開催して

おり、その間の開催回数は604回、延べ171,800人の方を対象に実施しております。 

また、平成7年には協同組合長野県中古自動車リサイクルセンターを設立し、使用済自動車の回収と使用済自動車をリサイ

クルして再資源化は、自動車販売に携わる者としての社会的責任であるという理念のもと環境保全活動に務め、平成22年度

は使用済み自動車の解体台数は11,604台、96%の再資源化を図っております。 

本日の懇談会も当協会の事業活動の一環として実施しているところでございまして、車をご利用頂いておられるユーザーの

皆様から色々なご意見、ご要望などを直接お聞きして今後、さらに地域社会への貢献に広く役立てて参りたいとの主旨で開催

しているものでございます。本年で第19回を数えます。この懇談会の結果につきましては、協会のホームページに公開する

ほか、冊子にまとめて全会員、ディーラー及び関係各方面にもお配りして有効活用を図って参りたいと思っておりますのでよ

ろしくお願い申し上げます。 

この後、皆様方から事前に、ご質問やご要望要旨をお寄せ頂いておりますが、ご意見等の中に行政に対する問題やご質問も

ございましたので、本日は、公務ご多忙の中、長野県環境部温暖化対策課並びに廃棄物対策課、長野県警察本部交通部交通  
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企画課、北陸信越運輸局長野運輸支局から、それぞれ担当官にご出席を頂いております。また、協会の上部団体であります  

社団法人日本自動車販売協会連合会と、ユーザーの皆様と直接関係のあります一般社団法人日本自動車連盟長野支部（通称

JAF）、財団法人日本自動車査定協会長野支所からも担当者にご出席を頂いております。関係する事項につきましては、ご助言

を頂くこととしておりますので、どうぞお気軽にご意見をお寄せ頂ければと存じます。助言者の皆様、どうかよろしくお願い

致します。 

それでは、皆様方から活発なご意見、ご質問をお聞きし、安全で快適な車社会作りのために意義のある懇談会となります  

よう、皆様のご協力をお願い申し上げまして、私の挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。 
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※ 質問者の敬称は省略させていただきました。 
１ 地球温暖化防止のための次世代自動車（低燃費・低公害車）の買換普及に対する要望・意見について 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 
 
 
 
 

【鳥羽
と ば

 俊男
と し お

】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［次世代自動車の価格値下げ、車種の拡大、

自動車関連税制優遇措置］ 
 

ガソリン車の低燃費車は乗り方次第で決し

て低燃費とはならず、次世代自動車とは呼べ

ない気がする。電気自動車、ハイブリッド車、

グリーンディーゼル車などが本当の次世代自

動車と呼ぶにふさわしい車と考える。 
次世代自動車の需要は多いが、車種が少な

く、また、車両価格もそれなりにするので購

入に躊躇する。本当の次世代自動車の価格を

下げ、また、車種を増やしてユーザーが欲し

いと思う車を提供して頂きたい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
（宇都宮理事長） 

ガソリン車の低燃費車は、乗り方次第で決して低燃費とならないということで

すが、おっしゃる通りでございます。車は季節又は環境、道路事情又は運転する

方により、燃費・車の耐久性等、色々な問題に関係してきます。ですから 20 キ

ロ走る車だと言っても、10 キロになったり、15 キロになってしまうという事に

なると思います。現在走っている車で、10 年前の車もあれば、15 年前の車もあ

ります。また新しい車もあります。そういう車のドライバーに対する心掛けとし

て、私どもの関係団体であります日本自動車連盟（JAF）で、「誰でもできるエコ

運転術」という小冊を出しております。これは走行パターンと燃料の消費という

ことで、発進、巡航、減速、停止。このパターンによりまして運転の仕方、まず

運転する姿勢そして発進は一呼吸おいて、それからアクセルを徐々に踏み込みま

しょうとか、本当に基本的なことです。もう一度エコ運転の小冊を読んで頂き

参考にして頂ければ、古い車でも多少なりとも環境に貢献できるのではないかと

思います。それから、次世代自動車の件ですが、電気自動車、ハイブリット車、

グリーンディーゼル車、その他に燃料電池車、天然ガス車というものがあります。

次世代自動車の定義というのは今申しましたように、ハイブリッド、電気自動車、

プラグインハイブリッド、燃料電池、グリーンディーゼル、天然ガス、これは平

成 20 年 7 月に閣議決定された「低酸素社会づくり行動計画」において運輸部門

から二酸化炭素削減のための上記の車種を次世代自動車と定め、2020 年までに

新車の 2 台に 1台の割合で導入することを目標に掲げている、ということが次世
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代自動車の始まりです。ご承知のとおり次世代自動車については、自動車税、

重量税、取得税の免税等がありますが、低公害車については 75%の減税または 50%

の減税という恩典で分れております。さて、次世代自動車につきましては、まだ

まだ車種が少ないのですが、一応ハイブリッドカーとしては、今市場に出ている

ものは 21 車種ほどございます。メーカーはホンダ、トヨタ、日産です。電気自

動車につきましては、現在市場に出ているものとしては 3 車種ほどあります。三

菱、日産、富士重工です。それから、プラグインハイブリッドは、まだ市販はさ

れておりませんが、一部諸官庁に限定してリース等で使用されている車がありま

す。これはスズキ、トヨタ、日産です。電気自動車については、3 車種ほどあり

まして、トヨタ、ホンダ、日産。これは市販されているものと、一部限定的に

リースされている燃料電池車もあります。その他グリーンディーゼル車、これも

2 車種ありまして、日産と三菱から出ています。それから天然ガス車、これも 3

車種ほどありまして、主としてこれはトラック関係、商用車関係が多く、トヨタ、

三菱、ダイハツということになっています。値段ですが、ハイブリッドカーが 21

車種ほどありますが、一番今のところ安いのは、ホンダのフィットハイブリッド

これが159万円から約210万円前後ということで、それからだいたい 180万円台、

220 万円台、300 万円台と 400 万円台。一番高いのがトヨタの出しているレクサ

スのハイブリッドで 1000 万円以上ということです。その他の電気自動車の価格

ですが、260 万円から約 400 万円前後。補助金等も車種によって異なりますが補

助金等が今現在ついております。プラグインハイブリッドは、まだ市販されてお

りませんが、一部諸官庁でリースされているということですので、値段的にはま

だ公表されておりません。燃料電池車も値段は公表されておりません。グリーン

ディーゼル車につきましては 300 万円から 500 万円弱です。その他天然ガス車は

200 万円から約 300 万円位という状況になっています。ハイブリッドの今後発売

予定としては 2011 年中には、ホンダから 10 月ころ 2 車種ほど発売になると思い

ます。トヨタから 4 車種ほど発売予定ということでございまして、いずれにしろ
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【小林
こばやし

 新一
しんいち

】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
社会全体が再生可能エネルギーを活用する

方向に進みつつある中で、次世代自動車も電

気自動車が主流を占めるようになると思いま

すが、普及を促進するため税金面での配慮を

お願いしたい。 
 

今のところ全車種にはハイブリッド、プラグインハイブリッドは搭載されており

ませんが、2011 年度末から 2012 年そして 2015 年にはある程度のハイブリッド

または ＥＶというものが市場に相当出てくる。その頃になると値段も大変こな

れてくるだろうと思います。国の新燃料基準というのが発表されました。これは

2020 年度までに 2009 年度実績値に対し 24.1％燃費を改善しなさいということ

で、2009 年度の実績値というのは、リッター16.3 キロです。これを約 24.1％改

善しろということですから、約 20 数％のリッター距離に改善しろというのが新

燃料基準で先日国から発表されました。新燃料基準はメーカーごとに対応してい

くわけですが、その中でハイブリッドとＥＶは除いて、その他の車で平均してリ

ッター20.3 キロ以上の車にならなければいけないということですから大変厳し

い基準だと思います。おそらくその基準に向かい国内各メーカーは徐々に車種を

増やし、そして価格がこなれてくるであろうと思われます。それと同時に国内で

の メーカーの現在の生産をいかに維持していくかということ、これは雇用問題

から、国内の景気に大変左右されます。今回皆さんから質問されております税金

の問題も絡んで参ります。そういう問題が全て絡んで参りますと自動車というも

のが、やはり世界でも日本の環境対応車というのは大変進んでいる車ですので、

2020 年目標に、皆様方、お客様方が期待されるような車もどんどん出てくるであ

ろうと思います。 
 
（県温暖化対策課） 
 県は、電気自動車、プラグインハイブリッド自動車など、次世代自動車の普及

を促進するために、7 月に長野県温暖化対策次世代自動車推進協議会を設立して

おります。長野県は地理的状況、公共交通機関の整備状況から、車そのものを

減らすことは難しいと言えますので、環境にやさしい交通手段を選択し、豊かな

自然環境を次世代に引き継いでいけるように、また魅力的な観光にも活かすため

に、次世代自動車の普及促進を図って行こうというものです。交通関係の事業者、
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【白鳥
しらとり

 久男
ひ さ お

】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○ 地球環境対策促進に対する自動車税及び

重量税の減免について 
Ｃｏ2 削減や省資源エネルギー対策とし

て、一定の燃費をクリヤーした環境対策車

ＥＶ、ＰＨＶ関連事業者、観光関係の事業者、エネルギー関係事業者等を構成員

としております。次世代自動車の普及促進を図るためにどのような方策があるの

か効果的な方策は何か、また、取り組みの主体、行政であるとか自動車関連企業、

個別事業者、それぞれおりますが、どこが主体的となって取り組んでいくのが

一番効果的かといったような観点から検討をして参りたいと思っております。ご

要望のありました税の軽減といのも有効な手段の一つとして検討して参りたい

と考えています。県で実施しております試乗会、あるいは販売店で実施している

試乗会の開催時、それから様々な機会をとらえてアンケートを実施したり、ユー

ザーの方からのご意見を踏まえて、効果的な方策について検討して参ります。ま

た税という観点から見ますと、長野県地方税制研究会というものが 7月に設置を

されて、8 月に第 1 回の検討会が開催されました。これは地方税のあり方を検討

して、県の政策に反映したり、国へ要望していくというものですが、この主な検

討内容として本県独自の政策減税に関する事というものも含まれております。こ

れまで例えば中小法人の創業支援、操業安定化のために法人事業税の一部を免除

するとか製造業の物作り産業を営む法人の県内投資を支援するために不動産の

取得税の課税を免除するとか、環境から言いますと環境に配慮した取り組みを支

援するということで、ISO とかエコアクション 21といった認証を受けられた事業

所に対して法人事業税、個人事業税を免除するといったものがありました。こう

いった検討会の中で今言われたような、税金面での配慮といったことも踏まえて

もらえるように、協議会としては、取り組んでいきたいと考えております。 

 
（長野運輸支局） 
 白鳥様からのご指摘のとおり、2 輪駆動車につきましては燃費がいい、排ガス

がでないということで、税金が優遇されており、エコカー補助金もあります。た

だ四輪駆動車につきましては ご指摘のとおりそのような措置が受けられない

車です。どうしてかというと、同じタイヤを 2つ回すのと 4つ回すのと当然負荷
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に対して税の減免が行われております。し

たがって、２輪駆動車が主で、４ＷＤ車は

重量や負荷が大きいため比較すると燃費が

悪く、対象車は皆無に等しい状況ではない

かと思います。 
積雪地域にとっては、４ＷＤ車は必需品

であり、車の購入も割高であり、積雪地域

の住人の立場からすると割り切れない思い

があります。もう少しハードルを下げ、減

免率を下げてでも積雪地域での環境促進を

図る観点から減免制度の見直しをお願いで

きないでしょうか。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が違います。自分の身になって 考えてみますと、2 つの物を回すより、4 つの

物を回せと言われれば大変な体の負担になる。これは車のエンジンも変わりませ

ん。当然燃費も悪くなる。大変長野県らしいご意見だと思います。ただ長野県内

でも実は差がございます。千曲市や長野市の南の方へ行きますと、そちらのディ

ーラーさんは、エコカー補助金の恩恵を受け、それで車が売れました。長野市か

ら北の方に行きますと、やはり四駆主体の地域、積雪寒冷地では、全然エコカー

補助金の恩恵にあずかれませんでした。というディーラーさんがほとんどです。

他の県と比べましても長野県はエコカーの普及率は、他の県より大分低い。北陸

地方、富山、石川、新潟とありますが、あちらは大変雪が多い所です。こちらの

地域と比べましても長野県の方が普及率が悪い。やはり山坂が多い地域だという

ところがあるのかもしれません。自動車税、重量税この二つがいわゆる車検の時

に確認させてもらう税金ですが、車を買う時は取得税が掛かりますが、実は我々

がいただいている税金ではございません。これは、財務省の所管になっておりま

す。車検の時に税金を我々が集めているというように誤解されがちですが、実は

そういった税金は我々が手先として確認させてもらっているのであって、我々が

行っている直接的な業務ではない。言い方は悪いのですが、便利な手先として使

われているというような状況。これは他の自動車会社さんも同じだと思います。

実は我々の所管ではないものですから、税制については考えますというお答えが

なかなかこの場ではしにくいという事も実はございますが、ただ先ほど鳥羽さん

のご意見の中にございましたが、車種を増やしてユーザーのニーズに合わせた車

が欲しいというお話で理事長さんからもお話がありましたけれども、四駆の車で

も燃費がいい、排ガスが出ないという車を是非とも開発して頂ければという所が

私の素直な意見です。先程話をさせて頂いたとおり、どうしても四駆の車だと燃

費が悪い、あるいは排ガスが出てしまうという所は否めないので、私が国を代表

してしゃべるわけではないのですが、全体から見るとそういった車であるという

事は否定できない。現在全体を見渡せばその車については税制措置、優遇措置は
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【小川
お が わ

 耕一
こういち

】

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【高野
た か の

 真
まさ

宏
ひろ
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  今後の環境保全、Ｃｏ2 の削減のために

は、電気自動車、ハイブリット車の買換普

及は必要と考えますが、購入時にかかる自

動車取得税、重量税、自賠責保険、更に二

重課税と思われる消費税、毎年の自動車税、

ガソリン税等自動車に課税される税金が多

く、買換する際、税金の負担が大きく、な

かなか買換ができない。これで消費税が引

き上げられれば購入意欲はなくなる。もっ

と税金の負担を軽減する取り組みをして欲

しい。 
 
  昨年、エコカー補助金が終わり、来年の

春にはエコカー減税（自動車税、重量税の

控除）が終わる予定です。車は高価な買い

物ですので、頻繁に買い換えることが出来

ません。 
補助金・減税実施期間内に買換時期を迎

受けられませんということになってしまう事はしょうがないかな、ということが

現状でございます。これからそういった意見、雪国あるいは寒冷地の意見という

ものをやはり国に対して挙げて頂く、それが力になるのではないかなと思いま

す。そういった車だからしょうがないというのではなく、あきらめるのではなく、

そういった意見を所々で出していく、言って頂くと言う事をお願いしたいと思い

ます。 

 
（自販連本部） 

皆さんお手元にございます、黄色いパンフレット、チラシをご覧頂きたいと思

います。まず小川様からのご指摘のとおり、現在ユーザーの皆様の負担している

自動車関係諸税、これは車を取得する段階、それと保有している段階、走行して

いる段階と併せて 9種類の税金を払っています。また裏面をご覧頂ければと思い

ますが、取得・保有段階に係る諸税これはイギリスの 2.4 倍、ドイツの 3倍、フ

ランスの 16 倍、アメリカとの比較では実に 49 倍と極めて過剰な負担を強いられ

ておるというのが実態でございます。 

一昨年の 3月に道路特定財源、いわゆる目的税、これが一般財源化されまして、

国が使途を道路整備に限定すると約束して、道路整備を目的としてユーザーに課

してきた加重な自動車関係諸税、これはすでに課税根拠を失っています。また

自動車の取得段階では消費税、保有段階では自動車税、軽自動車税が課されてお

りまして、これとは別に自動車取得税、重量税、これを課すのはやはりユーザー

にとっては 2 重の負担を課すということです。これは税の公平性といった観点か

ら著しく反するということになっております。加えて自動車取得税、重量税にお

いては、道路財源を確保するとして、昭和 49 年から暫定的に税率を引き上げら

れております。民主党は昨年 12 月に「車体課税はエコカー減税の期限到来時

までに、つまり来年の 3月までにこの暫定税率を含めて自動車諸税の簡素化、負

担の軽減を行う」ということを民主党の税制改革大綱に明記しております。また
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【小平
こだいら

 晴美
は る み

】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

えられなかった方もいらっしゃったと思い

ますので、新しい買換普及施策を希望いた

します。 
  私が望む買換普及策としましては、購入

時の税金控除はもちろん、初回車検までの

間、発生する税金も控除され、低燃費車に

買い換えることである一定期間自動車の保

有が経済的に軽減されるという特典を望み

ます。 
 
  電気自動車やハイブリッド自動車等が次

世代自動車だと思いますが、Ｃｏ2 削減など

地球環境対策を考えると必要なことだと思

います。しかし、自動車価格が高く、必要

性は理解できますがなかなか買えないのが

現実です。自動車を取得する際の税金も高

く、安くなりませんか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民主党のマニュフェストにおいても「暫定税率や取得税は廃止する」と明らかに

謳っております。 

こういった状況の中で自販連や自工会、これは表をご覧いただければ一番下に

書いてありますが、関係 21 団体で構成される「自動車税制改革フォーラム」と

して、これまでに政府に要望を出して参りました。ただし、今年が私どもの主張

を実現させるための勝負の年として、現在ユーザーの皆さんのご意見を政府与党

に届けるべく、全国での署名活動を行っております。どうか主旨をご理解頂きま

して、できれば皆様の周りの方に署名をお願いして頂ければとこの場をお借りし

てお願い申し上げます。 

続きまして関連で 小平様からのご質問ご要望ですが、これもハイブリッド

車、電気自動車、まだまだ本体価格が高く国や自治体などの補助金がなければ

購入は非常に難しいといった段階です。量産効果等でコストダウンが可能になる

までには、やはり国による支援が必要かと考えられております。自販連では機会

あるごとに国や関係機関に対してこのような要望を伝えております。また、車体

価格につきましても同じような要望をしております。 

次に高野様のご要望とご質問等でございます。自販連では先ほど説明しました

フォーラムの他に、毎年税制に関する要望書を独自に策定し関係省庁等に展開し

ております。来年 24 年度の要望書では、高野様のご意見にもございました、

「エコカー減税終了後の政策税制の導入」これを提言しております。昨年政府が

取りまとめた「次世代自動車戦略 2010」では、2020 年に於いて新車販売台数に

占める先進環境対応車の割合を積極的な政策支援を前提として政府として 80％

を目標とする、とこれを定めております。本年 1月から 8 月までのハイブリッド

車に限った普及率は全国では 18％となかなか買い換えが進んでいないというの

が実情であります。政府が目指す 80％という目標に達するには、やはり政策的な

支援が不可欠と思いますので、来年の 4 月以降の税制要望は積極的に行っていき

たいと思っております。また具体的な論議を行う際には、高野様のご提案も含め
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  次世代自動車といえば電気自動車、プラ

グインハイブリッド車、燃料電池自動車、

ハイブリッド車と思われますが、燃費走行

距離と価格が改善されないと買換普及は難

しいと思います。 
 
  地球温暖化防止のためにハイブリッド車

等を普及させることは大事なことだと思い

ます。しかし、価格が高いので今の減税対

策のような施策を是非継続していただきた

い。 
 
 
 

て検討させて頂ければと思っております。 

次に、田中様からもご指摘のありましたハイブリッド車等を普及させることで

すが、これにつきましては、先程も申し上げましたが、来年 3 月にはエコカー

減税制度が終了致します。これまでこの制度は環境政策及び国内市場、私ども

自動車販売会社にも非常に効果があったという事です。特に補助金に限って言わ

せて頂ければ、150 万台が全国で買い換えが進んだと推察されまして、これを Co2

に換算しますと約 600 万トン、東京ドームでは 2468 個分と非常に大きな削減

効果があったと思われております。次世代エコカーの比率が高まれば一層の Co2

の削減が見込まれますので、引き続き環境性能に優れた自動車の普及促進に資す

る政策税制、これを引き続き要望して参りたいと思います。 

 
（増田普通車部会長） 
 本当に青山様の言われる通りだと思いますが、諸々に話がありまして色々な税

制があり、また要望をしているのですが現実化されていないという事実はありま

す。今ハイブリッドというと 1500、1300 クラスですと 25 万円高から 30 万円高

位。大きい車種で 50 万円前後高くらい。電気自動車は約 400 万円位ということ

で、大変差額があるかと思います。そうはいっても車というのは進化しておりま

すし、燃費も非常に良くなってきております。10年位前に比べると 50%位削減さ

れておりますし、大分良くなってきております。是非ディーラーの窓口に来て頂

いて、買う買わないは、ともかくとして是非試乗して頂ければ、皆さんが乗って

いる車と比較して頂き価格以上のものが、安全性、快適性というものが備わって

きておりますので、その辺も税制と併せて一緒にご検討頂ければありがたいと思

います。今現実に減税免税という形で取得税が 50%、75%、重量税もやはり 50%、

75%が減税になっておりますし、ハイブリッドは重量税も取得税も免税となりま

すので、その辺を今乗っているお車の燃費の問題、減税の問題を是非比較して頂

きまして、新しい車にお乗り換え頂ければありがたいというのが私どもの気持ち
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【松本
まつもと

 浩司
ひ ろ し

】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  軽自動車と普通自動車の税金格差があり

過ぎるように感じます。低燃費という観点

からみれば次世代自動車と遜色はないかも

知れませんが、安全面・高速安定性などを

考慮すれば普通自動車に分があると思いま

す。 
  次世代自動車の減税分を軽自動車の増税

によって賄う事は出来ないでしょうか。 
 
 

です。それから補足ですが、今カタログ表示に燃費の表示をしておりますが、以

前は 60 キロ定時走行という燃費の表示をして、それからイレブン・モード 11・0

モードというので燃費を表示しまして、最近までは 10・5 モードといいまして、

より市街地走行に近い燃費の表示ということになっておりますが、今現在の新し

い車につきましては 10・5 モードとそれから JC08 モードと二つ表記されていま

す。今新しい JC08 モードにつきましては、以前の今まで使っておりました 10・5

モードに比べて、車種によって違いますが 10%から 15%位悪く表現されておりま

す。悪くという言い方がどうかわかりませんが、より実態に近いということで表

現されていますから、燃費が悪くなったと思わないで、例えば新しい JC08 モデ

ルで 20 キロと表示されていれば、以前でしたら 22 キロから 23 キロ位の表示と

同じ位、最近は 30 キロという車がハイブリッドでなく普通のガソリン車で出て

きていますので、そちらの方も 30 キロという表示がありましたら以前の表示の

仕方でしたら 35 キロ位だとご理解頂ければありがたいと思います。是非ひとつ

店頭に来て頂きまして新しい車にお乗り頂ければと思います。 

 
（自販連本部） 

世帯保有台数、これは地方へ行くほど多くなっています。それに比例して軽自

動車の保有も非常に多くなっている。ご指摘の通り燃費性能は軽自動車もかなり

改善されて、新車販売に占める軽自動車の割合、これは 10 台の内約 4 台ほどと

言われております。私どもと致しましては現行の自動車諸税、これは先ほども

申しましたが、国際的にみても非常に高いということから、現在の軽自動車の

負担を基準とする税体系に見直す。現行の軽自動車並みの水準にしたいという

要望も併せて国及び関係省庁に要望しております。これによって結果的に自動車

ユーザーの負担を軽減しまして、地方における生活の安定がやはり図られるとい

うことになるのではないかと思っております。松本さんのご理解を頂ければと思

います。 
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［電気自動車の充電コンセントの共通・統一

化、インフラの整備］ 
 

 電気自動車に関して、私は建設業に従事

していますが、近年、新築住宅建設のお客

様の中で、電気自動車の充電コンセントの

設置についての要望が増えてきており、そ

の際、メーカーによってコンセントの機種

が違うと困るとの話がよくでます。全ての

車種が共通、統一された充電コンセントに

なるようにメーカー間での取り決めをお願

いしたい。また、パブリックエリアでの充

電設備状況及び今後の展開をお聞きした

い。 
 
  先日、電気自動車に試乗したのですが、

充電スッポトが長野市内では、まだ自動車

ディーラーにしかないと聞きました。ガソ

リンスタンドの他にも、スーパーへの買い

物ついでに充電できるようになればもっと

普及すると思います。 
 

 
 
（関本普通車副部会長） 

中山様のご質問にお答えさせて頂きます。ここにありますように各充電のコン

セントでございます。ここの部分につきましては各メーカーとも統一ということ

で聞いております。また、経済産業省からもそのような指示が出ているとも聞い

ております。今出ております日産のリーフ、当社（三菱自動車）のアイミーブ等

におきましてもそういうことでして、現在一般家庭では、100 ボルトが多いと思

われますが、三菱自動車は 100 ボルト、200 ボルトが出来るようになっています

が、日産自動車は 200 ボルトになっております。建築の関係で、新築等の時にど

のようなコンセントにするかということがありますが、まさにこの部分につきま

しては3相のアース付コンセントをつけて頂くという事が一つの条件になろうか

と思います。これは通常コンセントですと、多分ブレーカーから直で来ている事

が多いと思いますが、そうでなければブレーカーより直接引いて頂き、コンセン

トを付けて頂くということでお願いを致します。 

そして急速充電器の関係、パブリックエリアという事でございますが、長野県

はだいぶ遅れておりまして、こういう部分につきましては、長野県としても前向

きにやっていくというお話も承っております。急速充電器関係ですが、東北信、

このエリアにつきましては日産で 2か所、柳原と上田そして佐久に入れられると

いう話は聞いています。そして三菱の関係では東和田と、これから 11 月末くら

いになろうかと思いますが、小諸に設置をしたいと思っております。また軽井沢

町の町役場に設置をしたいというようなことも承っております。松本エリアに於

きましては、松本日産、鈴与もございますが、5 台ほど急速充電器が既に設置さ

れております。それと同時にディーラーの関係では 2 車種、2 機というようなこ

とと、200 ボルトの充電の場所につきましては一応各日産、三菱の関係におきま

しては各ディーラーのところでは既に設置をしてある状況です。今後の状況につ
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きましては、県の温暖化対策課と合わせながら行政ともどもお願いをしている訳

ですが、急速充電器は非常に高額なので、やはり色々キュービクルをつけるとか、

トランスをつけるとかとなりますと、金額的には 300 万円とか工事費で掛かるわ

けですが、200 ボルトの外部コンセント、この辺りは 3 万円から 4 万円位。外部

コンセントそのものがありましたら 5，6 千円で付け替えができますから、各関

連部門にお願いをしながら進めていきたいと思っております。 

 
（県温暖化対策課） 

充電インフラの整備は非常に重要であると認識しております。先ほど申しまし

た 7 月に設置致しました、長野県温暖化対策次世代自動車推進協議会の中でも

早期に取り組む重要な事項として検討を始めています。自宅での充電の他、目的

地に到達するまでの途中での充電、経路充電、行った先での充電、場所と目的に

応じてどのような充電方法が効果的か、誰が設置するのが望ましいのか、特に急

速充電器につきましては、工事費、管理費も多額になることから効果的な設置が

出来るように検討して参りたいと思います。普通充電器につきましては、ある

程度滞在時間が見込めるような観光施設ですとか、商業施設、旅館ホテルといっ

たような所にも広く声をかけてインフラの整備を進めていきたいと考えており

ます。 
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２ 車の安全確保のための車輌整備点検等に対する要望・意見について 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 
 
 

【佐藤
さ と う

 政
まさ

昭
あき

】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［自動車電子制御の安全性］   
 
 近年の車は運転性向上、省エネ、安全性向

上のため電子制御が多く取り入られている

と聞きます。我が家では石油ファンヒータ

ーや炊飯器などが本来の故障ではなく、電

子制御の故障のため買い換えました。車の

電子制御は大丈夫なのでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（唐沢中古車部会長） 

佐藤様のご質問ですが、結論から申し上げますと、「車の電子制御は大丈夫で

しょうか？」と最終まとめられておりますが、大丈夫でない場合もありますので

まずご了解下さい。ここに書いて頂いてあります、省エネとか安全性の向上とか

排ガスの規制の問題の中で電子制御、マイクロコンピューター、マイコンと呼ん

でいますが、昨今の車というのは大変このマイコンが使われております。おそら

く各銘柄もほぼ同様なレベルの中で使われていますが、20 あるいは 25 前後と言

われております。乗用車へ乗って頂いている国内でのお客様の１年間の距離数

は、大体 9300 キロから 9500 キロと言われております。毎年新しい年を迎える度

に非常に走行距離が増えてまいりまして、大体 10年間で約 10 万キロという距離

になっています。まだこれから相当伸びて行くという事は予想されております

が、例えばグローバルで言いますと先進国 8 カ国あたりでは、平均で 15 万キロ

以上と言われております。中でも日本のお客様の代替というのは、先進 8カ国の

中で一番距離数が少ないと言われております。今日ゲストでお見えになって頂い

ておりますユーザーの皆様も、大変私どもの協会に尽くされた方だと思っており

ます。私どもは早く車を代替して頂かないかなと思っておりますけれども、なか

なか時勢がそうさせないという部分がございまして、そのような状況の中で高度

の車を作り上げていくというなかで、非常にマイコンが多用されております。そ

れと距離とともにあいまって、車のマイコンの中には重要保安部品、エンジン・

ミッションについては 5 年間 10 万キロというクレーム保証がついております。

一方、一般部品については 3 年間 6万キロというレベルです。ただ先ほど申し上

げました、非常に距離数が長くなる、年数が長くなるという中で、各銘柄とも今
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【岡澤
おかざわ

 邦
くに

明
あき

】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［車検並びに定期点検制度の規制緩和］ 
 
   新車の１回目の車検は３年後、それ以降

までになかった保証を買って頂く。例えば 5 年 10 万キロという重要保安部品に

ついては 7 年間の 14 万キロ、あるいは一般部品については 3 年間 6 万キロとい

うレベルから 5 年間 10 万キロ。という保証をお客様に買って頂くという商品も

出ております。ご存知のとおりナビゲーションというのが非常に多くのお客様使

われておりまして、一般部品の中で象徴的なのはナビゲーションの故障です。そ

の中で一般のメーカーの純正のナビゲーションを付けていない、一般の汎用のナ

ビゲーションを付けられた方については、1 年保証です。ディーラーのあるいは

メーカーの純正部品については 3 年間の保証付きです。従って 3 年間 6万キロと

いうレベルの一般部品の保証延長を買って頂きますと、当然これが 5 年間 10 万

キロという設定になっております。従って電子制御につきましては、非常に難し

い領域で専門分野に任せるというのが多々ありますが、そんな状況の中で前は 5

年 10 万キロの保証の中で直してほしいと言われていたものが、今は保証を買っ

ても延長してほしいというお客様の声の中で 7 年間 14 万キロの保証もあり、あ

るいは一般部品で 5 年間 10 万キロ保証も付いているということです。因みに各

銘柄とも若干違いますが、金額とすれば 2万から 3 万、あるいは 4万円位が保証

延長の金額になっています。これから後に出てくると思いますが、半年点検、12

か月点検、車検の 24 カ月法定点検を通じてディーラーのサービス工場に入れた

時に、過去の部品の交換だとかやった作業は全部お客様に公開し、またお客様が

見えるレベルのサービスをやっておりますので、その辺のことを参考にしていた

だいて、重要保安部品、あるいは一般部品については大丈夫なのかという事の中

で、私どもディーラーのサービスの窓口の人間とサジェスチョンをして頂ければ

と思っております。 

 
（長野陸運支局） 

岡澤様から頂いたご質問に関してお答えします。定期点検のサイクルを伸ばせ

たらどうかということですが、まず車検と定期点検の周期いついて、サイクルは
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【白鳥
しらとり

 久男
ひ さ お

】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は２年毎の車検が義務付けられています

が、１年の法定点検を考えますと２年毎に

車検を受ける必要があるのか疑問に思いま

す。車の性能或いは安全性も向上しており、

自賠責保険などの必要経費のみの負担で済

めばいいのですが、車検にかかる費用も車

を数台所有しているものにとってはかなり

の負担になります。車検整備もやり方によ

っては安く出来る方法もあるようですが、

そこで車検のサイクルを３年から５年には

できないでしょうか。 
 
○  義務化されている定期点検の規制緩和

について 
現在、車両整備点検として、車検整備点検

と１年毎の１年定期点検の実施を法律で義

務化されております。（定期点検は罰則規定

は無し） 
車両整備点検については、約１０年前に自

己責任を前提に規制緩和で現在の制度にな

ったと認識しております。自動車技術の進歩

は目を見張るものがありまして、素人の考え

でありますが、定期点検については、新車登

録で３年以内の場合や走行距離が３万キロ

以内など一定の条件を満たしていれば定期

点検の義務化を緩和し、ディラーと車所有者

一緒で車検する際には定期点検をするという形でやって頂いている。乗用車の

場合 2 年の車検すが、その間の 1 年区切りに 12 カ月点検を行って頂くというこ

とになっています。これについても点検項目、あるいは実施時期も既に見直しを

されておりまして、昔はもっと細かい 6カ月点検がありましたが、サイクル的に

1 年おきでよい。車の安全性、信頼性が向上してきている。これもメーカーの

努力もありますが、このように安心して乗れる車が増えて来たということで、そ

の辺の見直しは既に行われております。点検項目につきましても緩和措置がされ

ております。また、今後の見直しについてですが、毎年同じ時期に我々も実態調

査をしておりまして、定期点検にどの位部品を交換したか。あるいは駄目だった

か。整備、工員の印象はどうですか。というようなことも調査しております。

そういったデータが今後整理されてくれば、調査実態を踏まえて見直しされ検討

されていくと思います。いきなり 3年から 5年というような、車検のサイクルの

お話がありましたが、色々議論がございます。国によって色々違うという実態も

あります。日本の車検のサイクルは、外国に比べれば平均的なサイクルだと思い

ます。もう少し長いところもあれば、短い所もあります。そういった諸外国事情

の実態を見ながら日本も考えていくようになってくると思います。 

それから、白鳥様から頂きました、義務化されている定期点検の規制緩和とい

うことですが、おっしゃる通り、技術的にだいぶ進んできているということがあ

りますので、これの緩和というお話ですが、現在、定期点検、車検の時にやる点

検は自動車屋さんに頼めば一緒に付いてくるということなので、なかなか切り離

せないというところはありますが、先程申しました 2 年の間に 1年毎に行う点検

の方はどうか、実施率はどうかというところですが、一般の事業用ではない車、

一般的なユーザーが使っている自家用車。これいついては近年大分落ちてきてお

りまして、3 割程度しか実施されておりません。法律では義務化されているので

すが、実際実施しているかという調査をすると、4 割に満たない。今、国も何と

かしなければいけないということで、定期点検の実施率を少しでも上げようとい
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【松本
まつもと

 浩司
ひ ろ し

】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

との信頼関係の中で安全対策を講じて頂き

たい。 
 
  車検時の交換部品に関して安全面を考慮

すれば当然だと思いますが、まだまだ１年

以上使える部品であっても次回の車検時期

までに不具合が起こる可能性があれば交換

していると思います。車検制度も改定され、

持ち主個人で行なえるユーザー車検も可能

になっております。また、車のドレスアッ

プパーツも昨今では増え、それぞれ個性あ

る車も増えております。 
  車の普及・エコ等を考えるのであれば、

車両の税金を安くする代わりにパーツなど

に課税を高くするのはどうでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う取り組みをさせて頂いております。これについては走行距離、これも昔から議

論があり、走行距離毎に区切ったらどうかというのもあるのですが、なかなか実

態がつかみにくいということがありまして、そこにはなかなか踏み切れない。た

だ実際に定期点検をやる、いわゆる車屋さんからすれば非常に走行距離につきま

して気を使っております。お客様を管理するといういか、お客様のデータを控え

させて頂いて、お客様の車の走行状態はどうか。前の点検の時と比べてどの位走

っているのか、というのを非常に気にしております。そういう所からみますと、

一応実施時期は一定期間毎とさせてもらっていますが、実態は、この車距離を走

っているなということであればよく見させて頂くということで、内容を切り替え

てやらせて頂いているということが実態です。年間数千キロしか走っていないと

いうことであれば、この辺は大丈夫だな、ということで観点を変えてやらせて頂

いている。そういったやり方をしているという事と、やはり定期点検実施率が上

がらないということが、規制緩和に踏み切れない。この間、高速道路の料金無料

化だとか、千円でいいということでしたが、いきなり高速道路を長距離走るとい

うことが増えたら、とたんに JAF が忙しくなったとか、路上故障が増えたという

実態を見ますと、やはりその辺を踏み切ろうにも踏み切れないというのが、正直

なところです。それから松本さんからのお話ですが、逆に定期点検の必要性をご

理解頂いておりまして、大変我々側からすればありがたく思いますが、これも税

金の話になってくるのですが、パーツ毎に課税をしたらどうかという事もありま

すが、やはりそこをやるには税制全体を見直さなければならない。今度は車の税

金だけではなく、物を売るという方の税金の話しも含んできますので、なかなか

この場では答え難いというのが正直なところです。やはり全体を通して定期点

検、車検の期間はどうなのという所は、色々論議のあるところですので、今はこ

うなっていますというお話は出来ますが、今後どの様に変わるか。今後車の性能

も益々上がって行けば、そういった制度も当然見直しをされていくと思います。

現に何回も期間が変わってきているという事をご理解頂いて、今後もこういった
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【青山
あおやま

 益
ます

登
と

】 

 
 
 
 

【田中
た な か

 朱
あけ

実
み

】 

 
 
 
【竹折 かおり】

 
 

 
 
［点検整備結果の説明］ 
 
  車検のたびに整備結果の所見について説

明をしていただきますが、ユーザーの立場

からとても参考となりますので、今後も継

続して解りやすく説明を行っていただきた

い。 
 
  整備点検を行った後、すぐ不具合がでる

こともあるのでしっかり整備点検をお願い

したい。 
 
  ７月に車検に出したのですが、請求明細

書を出され支払いをしたのですが、整備内

容についての説明もなく、明細書を見ても

どんな点検整備したかが分かりませんでし

た。女性にも分かりやすいように詳しく説

明をして頂きたい。 

意見がございましたら、是非ともお聞かせ頂きたいと思っております。 

 
（和田サービス部会長） 
 青山様から業界に対するお褒めの言葉を頂戴したわけですが、逆に竹折様から

はお叱りの言葉ということでございました。車検整備後の故障個所の説明につい

て一緒にお答えをさせて頂きたいと思います。まずお願いしたいことは、車検前

に見積りをお取り頂きたいということがポイントです。車検前にほぼ正確な金額

の見積りが出て参ります。もう一つはその見積りを基に立会を頂き、内容をご説

明することが出来ます。 

二つのポイントがあります。一つは整備しなければ車検が合格しない整備見積

り。それから故障を予防するために、交換をお勧めするための修理見積り。この

二つに分かれますので、ここで良く説明を受けて頂いて、やるかやらないか判断

ができると思います。それから整備を致しますと、分解をしますので整備をして

いく途中に追加整備が発生するということもあります。その場合にもお客様にお

伺い致しますが、整備をしなければ車検が合格しない仕事、あるいは予防整備と

同時にすると割安になるというものに分けて、お尋ねを致しますので、その時に

必要か、やるかやらないかというような形で非常に分かりやすいのではないかと

思います。車検をいつも決まった所にお出しになると思いますが、是非次回は金

額の見積りをお取り頂き、今申し上げました 2点をお尋ね頂きますと非常にお客

様にも分かりやすいのではと思います。それから、整備後の説明ですが、これは

見積書がありますと色々と交換の部品あるいは修理名が書いてありますので、非

常に説明が受けやすいと思います。それから交換した部品につきましては、お客

様にお示しをしますので、その部位、あるいは破損状況、現物をご覧頂きますと

ご納得が頂けると思います。それからなかなか車体の下に入って見られない所

と、エンジンの中につきましては、皆様にイラストをお配りしてありますが、こ

の様な見えない部分につきましてはイラスト等をご活用頂きたいと思います。 
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ポイントをまとめます。車検整備の際は、まず修理の見積り金額を出して頂く

ようにお願いをして頂きたい。その中で車検の合格に必要な修理、予防整備の物

と区別をしてご確認を頂きたいと思います。追加整備が出た場合につきまして

は、車輌を受け取る際に交換部品等をご確認頂く。この３点が一番のポイントか

と思います。アドバイスですが、車には大変多くの部品が使われておりますので、

摩耗する物、劣化する物、定期的に点検整備を実施して予防整備することが安全

快適環境及び早めの整備で大きな故障にならない等の色々なメリットがありま

す。今後、明細書も、もっとお客様に分かりやすく改善して参りますが、分かり

にくい事につきましては、お取引のお店にどんどんお尋ねを頂きたいと思いま

す。それから、田中様のご意見。整備後に不具合が出たという、大変申し訳ない

ことですが、整備ミスは絶対に発生させないということは言うまでもございませ

ん。すぐに不具合がでると言う事は、色々なケースがあると思われますが各社と

もに不具合が出ないように全力で取り組んでおります。先程も申し上げました通

り保証整備につきましては、6 か月あるいは１万キロというような整備保証も付

いておりますので、ご確認頂き保証の範囲であれば無償で交換修理ができますの

で、これも販売店にお尋ね頂きたいと思います。それからサービスの料金につき

ましては、合理化が最近進んで参りまして、新車をご購入頂いた後、初回車検ま

で割安な整備パックというものが最近大変に普及して参りました。定期点検の実

施、排気ガスの低下、自動車のメンテナンスを頂きますと車の価値が維持されま

すので、下取りに出す時に高く取って頂けるわけです。そういう意味でメンテナ

ンスをして頂くと、そういうメリットがありますので、是非お財布にエコなメン

テナンスパックをご利用頂きまして排ガスの低下等ご活用頂ければと思います。
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３ 交通事故防止活動とロードサービスに対する要望・意見について 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 
 
 

【小林
こばやし

 新一
しんいち

】

 
 
 

 【岡澤
おかざわ

 邦
くに

明
あき

】

 
 
 
 
 
 
 

【高野
た か の

 真
まさ

宏
ひろ

】 

 
 
 
 
 

 
［交通安全教室、交通安全運動等のあり方］ 
 
  高齢化社会が急速に進展する中で、高齢

者の交通マナーの悪さ（道路の横断など）

が目につきます。交通教室などで意識の高

揚を図って欲しい。 
 
  運転手の立場から、特に、中・高校生の

歩行者として、また、自転車でのマナーの

悪さが目立ちます。小学生時代に交通ルー

ルを指導され、それを守っている子供達が、

こうも変わってしまうのかと唖然としま

す。交通安全運動といいますと、車の運転

を主な対象と考えてしまいますが、歩行者、

自転車のマナーについても指導をしている

のでしょうか。 
 
  運転中によく出会いますが、ウインカー

を出すのが遅い車、トンネル内でライトを

点灯しない車、譲り合いの気持ちがない車

など周りへの思いやりが欠けている車を目

にすることがよくあります。長野県内の運

 
（県警交通企画課） 

交通安全教室、交通安全運動のあり方につきまして多くの方からご意見、ご要

望等を頂き、ありがとうございます。私は交通企画課で交通安全の推進などにつ

いて担当しておりますので、そういう立場でお話をさせて頂きたいと思います。

まず小林様の高齢歩行者のマナーの関係についてですが、ご指摘の通りです。こ

の 4～5 年位の間、高齢者の死亡事故が全死者の半分を超えています。歩行中の

高齢死者の場合、その多くが誤った横断の仕方をしている点が挙げられます。横

断歩道を横断中にはねられて亡くなられるケースもままありますが、いわゆる乱

横断。交差点、横断歩道に近いあと 50 メートルほど歩けば横断歩道なのに、そ

こまで行くのが億劫だとか、もしくは横断が出来ないように柵がしてあるにも関

わらずわざわざ越えてはねられてしまったとか、そういった確かにマナーの悪い

横断が見受けられます。小林様のご意見は高齢者に特化している部分であります

が、全体の事でお話したいと思います。道路はまず自動車、バイク、自転車、そ

れから幼児から高齢者までの様々な歩行者等、不特定多数の方が利用する場所で

す。お互いがそれぞれの立場を理解し思いやって利用することで、交通の円滑化

が図られ交通事故が防止できる。従って車両等を運転する運転者が交通事故の防

止のため充分な注意を払う、これは運転免許を所有する者の義務ですが、いわゆ

る交通弱者と呼ばれる立場の方も周りに対する配慮が必要となるのは当然です。

このため警察では、高齢者に対しても運転者教育だけでなく、歩行者または自転

車を利用しての交通安全教育を地区の交通安全協会または交通安全教育支援セ

ンターなどの協力を得て警察署や交番単位で実施しております。今日の主催団体

であります一般社団法人長野県自動車販売店協会も独自の活動として高齢者に
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【小平
こだいら

 晴美
は る み

】 

 
 
 
 
 
 
 
 

転手はマナーが悪いという話しもよく聞き

ます。長野県に住む者として大変恥ずかし

く、また、反省しなくてはいけないことだ

と思います。 
  スピード違反や信号無視、携帯電話など

は取り締まりを強化することで一定の効果

を生むことが出来ると思いますが、ウイン

カー、ライトの点灯、譲り合いの精神の欠

如などは、自分が悪いと気づいていない人

もいると思います。なかなか改善させるこ

とが難しいことですが、マナーの悪い事例

をもっと提起し、改善を促す活動を望みま

す。また、ありきたりでありますが、家庭

や会社で話し合う機会が増えれば運転者の

意識の向上にも繋がるのではないか思いま

す。 
 
  交通事故防止活動について活動範囲が狭

く、小学生など学生生活の授業で学習する

のかも知れませんが、もっと運転する立場

の人に対して、気をつけなければいけない

場所や時間帯など注意を呼び掛けられる運

動（例えば、市民新聞等の活用）が出来な

いか。運転手に対する講習は免許の更新時

ぐらいしか思いつきません。 
 

対する安全教室を開いて頂いているという事は、先ほど理事長からお話があった

通りです。また、本年度は昨年に続き緊急雇用創出 基金を活用させて頂いて高

齢者の交通事故防止を民間の企業に業務委託をして、高齢者宅の家庭訪問、これ

によって交通安全指導を推進している部分もあります。 

それから岡澤様のご質問に移らせて頂きます。こちらは逆にどちらかというと

若い子。交通ルールを小学校の頃指導されているのだろうけれども、高校生にな

ってしまうと、どうしてこんなに悪いのか、と読めるのですが、交通安全教育は

年代ごとに教育内容をステップアップして体系的に実施しております。保育園、

幼稚園、小学校の低学年は歩行を中心、小学校の高学年、中学、高校にかけては

自転車を中心にして教育をしており、将来のライダー、ドライバーという立場に

つながるように段階的に理解が深まるようにやっております。自転車の利用者へ

の啓発としましては、自転車安全利用五則というのが内閣府から示されておりま

して、これに基づき全国で指導啓発を行っております。長野県では自転車安全利

用モデル校を指定しており、自転車指導啓発重点地区・路線を指定し、関係機関

団体と共に連携して指導啓発を実施しております。そのほか自転車につきまして

も、緊急雇用創出基金を活用して、民間企業に委託し特に県下の中学校、高校の

登下校の際の駐輪場の付近、または駅付近の駐輪場を中心とした指導を実施して

おります。 

高野様のご質問でございます。長野県の運転手のマナーが非常に悪い、何とか

良くして全国から来て頂くお客様に対して長野県のイメージをもっとアップし

たいというご意見です。実はご指摘のとおり、長野県民の運転は荒っぽいという

意見を頂戴します。松本市の方からお越しの皆様がおり大変恐縮ですが、長野県

にはいわゆる松本方式という走り方があります。週刊松本という、おそらく松本

と中南信にお住まいの方は、各家庭に配られていると思いますが、この紙面で「松

本走り、危険だよ、やめよう、見直そう松本走り、松本ルール」こういった特集

を組んで頂きました。私が個人的に思っている松本走り、松本ルールというのは、
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小さい交差点だと、まず鼻っ面を先に出して交差点に入った方の勝ちだというの

が松本ルールだと思っていたのですが、これを読んでみますと、松本ルール、

「ケース１ 交差点で直進している対向車が接近しているにも関わらず右折を

行って直進車の進行を妨害する」事故になると右直事故といわれているもので

す。ただこれは松本に限った事ではありません。長野市でも沢山あることですし、

全国でも沢山あるのですが、おそらく松本は交差点が小さいからそういう事に気

が付くのかなと、私は個人的に思いました。「ケース２ 交差点で信号が青にな

る直前、全赤時に発進して右折する。」見切り発車。まだ赤なのに隣の信号を見

て、隣が黄色から赤になる、自分の対向信号機が青になる直前に飛び出して右折

する。こういう走り方です。「ケース３ 横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる

のに停止しない。」これは横断歩行者等妨害ですが、これは松本に限った事では

ないと私は思います。県外から来た人は、松本は多いと指摘しています。こうい

った取材の結果が新聞に載っています。ドライバーのマナーについては確かに県

外から転勤とか観光で来るお客様から度々県や県警のメールへご意見等頂いて

おります。信号無視、一時停止、速度、携帯、シートベルトこの様な交通違反に

ついては、取り締りによって交通秩序を維持する必要があって、それにより、あ

る程度悪質な違反というのは軽減されるのは間違いありません。それに基づいて

取り締りを強化している訳ですが、右左折とか車線変更の合図、ライトを点ける

のが夕方遅い、夜なのに点けていない、トンネルの中でライトを点けていない。

そういったものについては広報啓発に重点をおいて各種交通安全教室等の機会

を通じて広く呼び掛けることにしております。また、メディアを活用した広報と

しては決して十分とは言えませんが、例えば「SBC 交通安全キャンペーン」。毎週

月曜日に課員が出演しております。現在ちょうど秋の全国交通安全運動の最中な

ので、SBC の「3 時はラララ」の中でも交通安全キャンペーンの出演をさせて頂

いております。私が出てくる時に原稿が回ってきたのですが、NHK ラジオの「も

ぎたて信州朝いちばん」という番組で高齢者事故防止キャンペーンをやる予定で
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す。まだまだ少ないのですが、ある程度メディアを活用したものを取り組ませて

頂いております。また各地域毎にありますケーブルテレビに各警察署の交通課長

や安全担当の係長が出演をしてスポット広報をやったり、地区の安全協会の女性

部の方が輪番で出演して「この地区はこういう事故が多いよ。こういった事に気

を付けようね。」というような事を劇風にやり、それぞれの地区でやっておりま

すので、ケーブルテレビの番組表をご覧頂きますと毎日 3 回繰り返しやっている

ものもありますので、気に掛けて頂ければと思います。高野様のご意見の最後に

ありましたが、1 人 1 人がルールの遵守や交通のマナーを意識するためには、様々

なルートで県民の皆さんの目や耳に情報を届ける必要があります。まだまだ情報

発信が下手なのかなと思っておりますが、ご指摘のように家庭や会社で話しあう

機会が増えればいいと、また努力して参りたいと思います。 

最後になりましたが、小平様のご質問です。交通事故防止活動をもっとやって

はどうか、運転手に対する講習は免許の更新しか知らないとのことですが、これ

は我々の広報の仕方が悪いと思っております。運転者に対してはご指摘のとおり

運転免許の更新時講習。法律に定められて免許更新の時は必ず皆さんに受けて頂

いておりますが、それ以外に皆さんの職場でもやっていると思います。職場にお

ける交通安全講習、特に高齢者の方を中心とした地域における交通安全教室、テ

レビ、ラジオ、新聞等のメディアを活用した広報啓発、ケーブルテレビ、有線放

送を利用した広報啓発、県や市町村等の自治体、交通安全機関・団体等の広報紙

による広報啓発、交通安全チラシの配布、長野県ゆかりのある人気著名人を起用

した交通安全ポスターの活用ということで、過去には小平奈緒選手、岡崎朋美選

手、上村愛子選手。また現在 10 月から高齢者の交通事故防止キャンペーンとし

て、飯山市に高橋まゆみ人形館がありますが、高橋先生に是非にとお願いして、

おじいちゃんとおばあちゃんが元気に体操をしている人形を図柄にしたポスタ

ーを県下色々な所に貼って広報をしております。このように様々な手段を使って

呼び掛けを実施しておりますが、まだまだ足りないと反省しておりますので、こ
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【佐藤
さ と う

 政
まさ

昭
あき

】 

 
 
 
［ＪＡＦ以外のロードサービス企業・団体等］

 
ロードサービスとは出先での車が故障し

た際に、ＪＡＦを呼び修理をしてもらう事

だと思っていますが、他に何かありますか。

 

れからももっと広報啓発に力をいれて行きたいと思っています。 

 
（ＪＡＦ長野支部） 

JAF と言いますと、どうしてもロードサービスの会社というイメージが強いか

と思われますが、この様なエコに係わる分野でも色々活動しております。特に自

動車が排出する Co2 の削減というところから、誰でもできるエコ運転術というの

を推進しております。短い時間で全てお話することは出来ませんが、この冊子の

中に書いてあります、例えば運転姿勢、あるいは発進時のアクセル操作を意識し

て頂くだけでもずいぶんと燃費が良くなる、という所をご説明しております。こ

の様な運転に係る講習というのを長野県内でも年に数回開催しておりますので、

興味のある方がいらっしゃいましたら是非JAF長野支部にお問い合わせ頂ければ

と思います。2 ページに、自家用自動車の Co2 排出が、日本における Co2 排出量

の約１０％を占めている事が記載されています。これにつきましては、ドライバ

ーの皆さんがそれぞれエコドライブを実践して頂き、燃費をもし 10%向上させる

ことが出来れば日本の全 Co2 排出量の 1%削減できます。また、燃費を 20%向上さ

せれば 2%の排出量削減になります。というようなことを解説しておりますので、

JAF のホームページとか、「JAFMate(ｼﾞｬﾌﾒｲﾄ)」という冊子を JAF の会員の皆様に

は送らせて頂いております。そのような中にも載っておりますので、是非ご覧に

なって頂ければと思います。 

それでは、佐藤様ご質問ありがとうございます。 

佐藤様のご質問について、お答えさせて頂きます。ロードサービスの関係で

ございますが、皆様方がお出かけ先におかれまして、車のトラブル等に見舞われ

た際にお客様からの SOS に対して、お電話一本で迅速に駆けつけるサービスが

ロードサービスでございます。私ども JAF では、お出掛け先ではなく、ご自宅

あるいは駐車場での車のトラブルの際にもご連絡を頂ければ迅速に駆けつける

ロードサービスを行っております。 
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また、JAF では故障以外にも、「事故車輌の移動」ですとか、車内に鍵を入れた

ままドアを閉めてしまう、いわゆるキー閉じ込み、あるいは鍵を紛失という場合

も対応させて頂いております。そして「バッテリー」上がりですとか、「キー

閉じ込み」等でお困りの際、JAF の会員の会員はほとんどの場合で料金は無料で

ございます。また、JAF では自家用自動車のみならず二輪車のロードサービスも

対応しております。 

JAF では年間に約 250 万件の出動件数がございまして、これは実に 12 秒に 1 件

の出動実績となっております。JAF は全国に直営拠点と協力工場を併せて、2000

のロードサービスネットワークを持っており 365 日 24 時間体制でお客様の SOS

に備えております。長野県内の出動件数につきましては、年間約 4 万件の出動

件数となっております。 

長野県における先月 8 月度の出動件数は、4318 件ございました。内訳は、一般

道路が 3884 件、高速道路が 434 件でございました。 

この中で主な出動の理由と致しましては、一般道路では過放電バッテリー関係

が 1 番です。2 番目がキーの閉じ込み、3 番目が落輪になっております。また、

この 8 月度の構成比でみますと過放電バッテリーが約 22％、キー閉じ込みが

14.2％、そして落輪が 13.5％となっております。 

また、高速道路では一番多いのがタイヤのパンク（バーストも含む）、2 番目が

燃料切れ、3 番目が過放電バッテリーと続いております。高速道路の場合ですと、

パンクというのは重大事故につながる確率も高く、構成比で見ますとタイヤの

パンク（バーストも含む）が約 31％と非常に高い比率になっております。 

道路合計の故障内容につきましては、過放電バッテリーが全体の 20％・タイヤ

のパンクが 13.1％・キー閉じ込みが 13％となっております。 

JAF では受付から配車指令そして出動まで、最新のシステムを導入しており、

お出掛け先で JAF をご依頼頂く際に、ご自身の居場所の住所がわからない時や

不慣れな場所におきましても、GPS 付きの携帯電話からですと瞬時に場所の特定
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も可能となっております。これは、高速道路上についても同じでありますが、高

速道路で、もし何かトラブル等が発生した場合には、二次事故防止のため、車の

ハザードランプを点けて頂くとか、後方に知らせる停止表示板等の設置をお願い

したいと思います。また、何より重要な事は、お車を離れて、安全な場所からお

電話を頂くことと、救援車両等が到着するまで、ガードレールの外側ですとか、

安全な場所で待機する事が、二次事故防止に繋がりますので、そのようなことも

ご承知頂ければと思います。今年から JAF は、高速道路等で私どもが対応してい

る間、お客様にこの様な安全ベストを着てお待ち頂いております。識認性が大変

良く、事故に合う確率が、非常に少なくなるということです。JAF で販売もして

おりますので、よろしければお声掛けを頂ければと思います。 

いずれにしましても JAF では今後ともサービスの継続的改善を進めて、お客様

に信頼される、迅速で良質なロードサービスを目指して参りますので、今後とも

どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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４ 使用済自動車を資源活用した自動車リサイクルに対する要望・意見について 
質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 

 
 

 

【鳥羽
と ば

 俊男
と し お

】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［自動車リサイクルの広報、リサイクル部品

の活用］ 
 
リサイクル利用はとても良いことで歓迎

すべきことであるが、いまひとつ自動車リ

サイクルのアピールがないように思う。リ

サイクル部品がどのように流通しているか

あまり知らないが、例えば、リサイクル材

料を使用した自動車部品等で修理パーツな

どを安くユーザーに提供することが出来な

いか。近年の車はバンパーひとつとっても、

ボディと一体成型となっていて、塗装まで

考えると修理代も馬鹿にならない。リサイ

クル品を積極的に利用して、自動車の価格

を抑えて欲しい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（仁科副理事長） 

中古自動車リサイクルセンターの冊子がお手元にあると思いますが、これは平

成7年に現在の時代を見据えて私ども協会が作った自動車リサイクルセンターで

す。ここでは長野県で発生した車の殆どを部品化、原材料にするというセンター

を目指しております。ここでのリサイクル率は 98.1%です。言葉で言いますと殆

んどリサイクルされている。リサイクルされない物は、ウレタンバンパー、ウェ

ザーストリップ、ガラス。これはテスト的にもかなりやりましたが、今現在は、

燃料の加熱用には使われておりますが、リサイクルというような所にはいってお

りません。それ以外のものは、このリサイクルセンターで必要な部品を全て取り、

それをアルミ、ダスト、鉄、鉱山という呼び方をしますが、大まかに大きく分け

てそれぞれの専門の所に出荷をしてそこで再生する。そういうリサイクル、中間

処理と呼んでいますが、そういう工場です。質問にもありますが、新車購入時に

リサイクルのお金を払っておりますが、完全自動車リサイクル法で、3 品目に限

って行われております。エアバック、フロン、ダストです。これについては作っ

たメーカーが管理しなさい。それに対して預託金を入れて頂き、預託金はユーザ

ーのご負担ということで、お金付きで管理されているというのが実施されており

ます。その他に部品がありますが、リサイクル部品、リユース部品という形で流

通しております。日本の新車部品の 50%から 70％位の値段で流通しております。

ただ全車種の品揃えというのは、なかなか難しくて、完全にそれが軌道に乗って

いるとは言えません。ただ各ディーラー、あるいはお使いになるユーザーの皆さ

んが、申し込んで頂くと、部品があれば使えるよう手配が出来るようになってお

ります。ユーザーの皆さんが車を廃棄して下さいと言った時点で、使用済み車両

となるわけですが、使用済み車両が完全にリサイクルされるには、やはり専用の
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【太田
お お た

 寿
すず

海
み

】 

 
 
 
 
 
 

【田中
た な か

 朱
あけ

実
み

】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車を購入する時、リサイクル料としてリ

サイクル料金を納めていますが、実際にど

のように車がリサイクルされているのか分

かりません。もっとみんながどのようにリ

サイクルされているのか見たり、聞いたり

できれば環境に対する意識や理解が高まり

よいのではないかと思います。 
 

自動車リサイクルで実際にリサイクルさ

れるのは何パーセントぐらいですか。リサ

イクルできる箇所はどこですか？ 
 
 
 
 
 

設備投資をしなければならないと思います。 

日本の場合は、第 2 次資源大国となっておりまして、この沢山の原材料が製品

から出てくるわけです。これを何としても日本で使えるようなそういう社会にし

てもらいたい。我々もやっておりますが、まだ捨て値というか、安い値段で中国

とか色々な国々へ貴重な原材料が流れております。そういう国に於いては、原材

料はただみたいな値段、賃金も安い、そこで製品化して売りますから、製品にな

った時には競争力は日本は弱いわけです。そのような意味で我々もそういう社会

を目指して行かなくてはならないと思っております。 
 
（廃棄物対策課） 

自動車リサイクルについて貴重なご意見ありがとうございます。 

仁科副理事と重複する部分もありますが、まず実際に車がどのようにリサイク

ルされているかというと、法律上の流れで言いますと地方自治体、都道府県に登

録された許可された引取業者。引取業者というのは、皆さんが廃車に出される時

に窓口になる業者ですが、中古車販売店とか整備事業者、あるいは解体業者など

が登録して頂いている業者になります。 

それとフロン類の回収業者、解体業者、破砕業者。この様な区分で自動車リサ

イクルという業者が各々おりまして、自動車リサイクルという運用がされており

ます。仁科副理事長からお話がありましたが、主にリサイクルされるのは、中古

部品であったり、車から出る金属類等を各業者を通じてリサイクルしていくとい

う形になります。 

リサイクル料金につきましても先ほど説明がありましたが、フロンガス、エア

バック類、シュレッターダストについては、適正に処理する上で、非常にコスト

がかかるということもあり、事前にユーザーの方から預託させて頂いているとい

う形になります。フロン類回収業者がフロンガス、解体業者がエアバック類を

回収してもらっているのですが、それぞれ回収して自動車メーカー、実際には
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委託を受けた「自動車再資源化協力機構」という団体があるのですが、そういう

場所にエアバック類、フロンガス類を引き渡す事によって各事業者、回収費用を

負担したところにリサイクル料金が支払われるといった仕組みになっておりま

す。もうひとつシュレッターダストで、破砕業者が部品等取り外した自動車をシ

ュレッターマシンを使って破砕をすると、お金になる金属部分とシュレッターダ

ストというプラスティックですとか、ガラス、ゴムなどが破片となって、混合し

た廃棄物となるのですが、それに分別されまして、このシュレッターダストも自

動車メーカー等に引き渡す事によって処理をしてもらっているのですが、この処

理料金もリサイクル料金の中に含まれております。 

自動車リサイクルの広報普及啓発という観点でもう1点ご意見を頂いておりま

すが、基本的に広報普及啓発という部分では、国が中心となって行なっておりま

す。過去には自動車教習所での普及啓発活動ですとか、モーターショー等のイベ

ントの中でも、自動車リサイクルのシステムとか法律の PR を実施しているよう

です。県としても、皆さんに自動車リサイクルについての理解を深めて頂くため

に、積極的に協力して行かなくてはならない立場であるという事は認識しており

ます。ただ、自動車リサイクル関係、廃棄物の関係は、静脈産業ということもあ

り、自動車を作ったりという動脈という部分と違って、なかなか一般のユーザー

の目に触れる機会があまりないというのが正直なところですが、ホームページ、

インターネット等のメディアを使った方法や、学校教育とかの教育の場や自動車

や環境のイベント等の機会で、この法律について周知していかなくてはならない

なと思っております。色々な資料も配られておりますし、自動車リサイクル促進

センターという自動車リサイクルの情報管理ですとか、リサイクル料金の管理を

行っている「公益財団法人自動車リサイクル促進センター」のホームページにも、

自動車リサイクルの流れが絵の形式で分かりやすく説明されておりますので、関

心のある方はご覧になって頂ければと思います。 

あと、長野県中古自動車リサイクルセンターでは、実際に一般の方の見学受入
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【小平
こだいら

 晴美
は る み

】 

 

 
 
 

［東日本大震災で被災した車の処理］ 
 

東日本大震災の際、多くの車が津波で流

され水没している映像をみました。その車

のリサイクルなどは出来ているのでしょう

か。出来ているとしたらどのように復興に

役立っているのか教えてください。  
 

もやっておりますので、実際にそういう場を見て頂くのもひとつ良い機会となる

のではないかと思います。 

 
（自販連本部） 

今回の震災でマスコミの試算では、青森、岩手、宮城、福島、この４県の自家

用車の被害規模は、約４１万台と推測されています。これに事業用車輌を加えま

すと膨大な数の車輌が被災していると推測出来ます。これには当然浸水区域も入

っておりますので、水没した車輌も多数含まれております。この様な被災した車

は２度と使用できない状態であるため、当然自動車リサイクル法に則って解体等

の処理がなさらなければなりません。経済産業省、環境省では、多数の使用済み

自動車が発生しているという事から震災直後の 3 月 14 日から、引き取り、フロ

ン類回収、解体、破砕までの体制の確保のために全国的な協力を自販連、自工会

などに要請しております。このため私どもも、53支部を通じまして使用済み自動

車の処理を協力頂けるという販売会社のリストを集約いたしまして、被災した自

治体に提供しております。被災によりまして使用不能となりました車両について

は国の指針により、外見上から判断して、動かないと認められる車については撤

去し、仮置場に移動し自治体ではその自動車を保管の上、所有者を割り出します。

割り出した上で使用済み自動車として処理するか、本人の意思の確認を行うこと

になっております。市町村が事業主体となって進めております「災害廃棄物処理

事業」、これに関しましては自動車が含まれるということで、環境省の事業補助

金が適用され、市町村の負担は実質発生しておりません。市町村の依頼を受けた

ディーラーなどが市町村と契約をしてその処理を行っています。これについては

第一次補正予算で被災自動車の撤去費が計上され盛り込まれているところです

が、実際には被災者から直接依頼されてディーラーが処理を行うといったケース

が多々あると聞いております。 

また、被災車両の抹消登録につきましては、申請の簡略化が行われており、処
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理のスピードが一段と速くなっております。具体的な数字で申しあげますと、宮

城県の場合、4 月の永久抹消された車輌が約 3000 台、前年比で 7.25 倍。5 月で

は 7000 台と同じく 15 倍、6 月では 1 万 2000 台と前年の 22 倍と使用済み自動車

の処理は順調に行われていると感じております。どのように復興に役立つかとい

うことですが、ガレキ化した車輌の撤去が進むことにより、道路の復旧がスムー

ズに行われて、被災地の復興がより一層進んでいると私どもでは思っておりま

す。加えて使用済み自動車から発生するスクラップ、これが有効に利用されまし

て復興の一助になっているのではないかと考えております。 
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５ その他 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 
 
 
 

【小林
こばやし

 新一
しんいち

】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［自転車の左側通行］ 

 
 道交法で自転車は、車道の左側を走らなくては

いけないとなっていますが、左側通行をしている

自転車を殆ど見ません。道交法を改正するか、交

通教育を徹底するか伺います。 

 
（県警交通企画課） 
 自転車の通行方向に関する質問ですが、小林様がおっしゃるとおり全国で

自転車に関わる交通事故が社会問題化しております。3.11 以降自転車が急激に

売れています。先日テレビを見ていましたら、1 台 100 万円くらいのロード

バイクが飛ぶように売れているということで、それまで自転車に乗ったことの

無いような人が、そういった自転車に乗るようになったということは、当然

それまで自転車の乗り方自体もあまり知らなかった人であるわけです。今まさ

しく小林様が言われたとおり、自転車安全教育の徹底を目指しておりまして、

まもなく出ると思います。皆様お気づきではないでしょうか。県内のあちらこ

ちらで自転車専用レーンができております。例えば長野市内で、青い専用レー

ンが出来ています。松本市もそうです。こまくさ通りや本町通り、自転車専用

と書いてあります。そういったところがどんどん出てきております。ただ、

先程の右側、左側通行という話がありました。例えば長野市の平林の運動公園

に行く道を考えて頂ければと思いますが、あそこは歩道が広くて、歩道の半分

が自転車専用道です。自転車専用道は、左右どちらを走っても良かったのです。

その延長でおそらく車道を走っても右側というのがあるのではと私は思って

おります。それは非常に危険なことで、今、車道の外側部分を自転車専用レー

ンとして青くペイントしてそういった道がどんどん増えております。増えてお

りますというのは、全ての道路ではできないということを含んでいるというこ

となのですが、どうしてかというと、車道の幅員が限られているので自転車専

用レーンが作れないという方が多いからです。自転車専用レーンが作れるとこ

ろは、今の話の延長線上なので、左側通行をもっと強力に教育しなければ、危

ないと思っております。それと、歩道では歩行者と自転車が混在しております。
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これは、ご承知のとおりですが、自転車が歩道を通ってもよいとの標識のある

ところしか通ってはいけません。ただ 70 歳以上の高齢者、13 歳未満の子供等

は、通ってもよいという標識のあるところ以外でも通っていいというのが、平

成 20 年に法改正されましたが、そうは言ってもルール無視の中学生や高校生

などが左右どちらでも走って、信号も歩行者用の信号を行ったり、車用の信号

を行ったり、また赤信号無視など無法地帯状態となっているのは、これは何と

かしなければいけないと私が思うくらいですので、当然警察庁などは思うわけ

で、自転車の通行方法に関する指導方法などが、おそらく間もなく出てくるの

ではないかと思います。 
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【協会長まとめあいさつ】 

本日は大変お忙しいところ、長時間にわたりましてご熱心にご討議頂き本当にありがとうございます。 

私ども自動車業界は、次々に変わります世界情勢、または日本の政治経済の状況の中で安心、安全、環境にやさしい地

域社会作りということが悲願でございます。そういう中で経済との密接な連携が大変必要だと思います。日本の自動車業

界もがんばってもらわなくてはいけないとつくづく思っております。自動車税制の問題につきましても今問題になってお

ります、財政の中にどのように組み込んでいくか、まさに政治の世界と思われます。我々国民が要望すべき問題はやはり

率直に申し上げて取り入れて頂くべく、私ども関係業界を挙げまして取り組んで参りたいと思いますので、皆様方にも機

会がありましたら、それぞれ税制等の問題につきまして各国会議員の方にもよろしくお願い申し上げたいと思います。 

本日は皆様方から大変貴重なご意見をたくさん頂きました。私ども協会関係者、今日出席の者達は、これに対応すべく

直ちに各関係機関へご対応をお願いし、また安全で安心な環境づくりに邁進してまいりたいと思います。住みよい社会を

構築するべく私ども取り組んで参りたいと思いますが、また今日お話に出ませんでしたが、私どもの営業マンに関係する

ご注意の点、また、修理等に関係するご注意の点がございましたら、色々ご意見を伺いたいと思います。そのご意見に   

つきましては、本部、事務局または県下各地区のディーラーのお店が約 385 店ほどございますので、そのお店の方にご意

見等をいただければありがたいと思います。本日頂きました貴重なご意見は後ほど冊子といたしまして、関係機関や皆様

方、また当協会関係の各ディーラーに配布いたします。徹底して参りますのでよろしくご指導のほどお願い致します。 

 本日は大変長時間にわたりましてご出席頂き、心から御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

以上 

 


